
      平成平成平成平成２４２４２４２４年度長野県生涯学習審議会年度長野県生涯学習審議会年度長野県生涯学習審議会年度長野県生涯学習審議会のののの概要概要概要概要についてについてについてについて    

                 

                                                            文化財・生涯学習課 

 

日 時：平成24年12月11日（火）11時00分～16時00分  

会 場：下水内郡栄村（栄村役場、小滝公民館、栄小学校） 

テーマ：「学びの絆で地域力を高める生涯学習の推進」 

       生涯学習審議会の答申（H21.10）を受けて県内の生涯学習の推進状況を把握するため、 

長野県北部地震（H23.3.12）により甚大な被害を受けた栄村を訪問して、生涯学習・ 

社会教育が村の復興にどのような役割を担ったか視察させて頂く 

 

ⅠⅠⅠⅠ    実践発表実践発表実践発表実践発表    

(1)(1)(1)(1)「「「「栄村復興支援機構栄村復興支援機構栄村復興支援機構栄村復興支援機構『『『『結結結結いいいい』』』』のののの活動活動活動活動についてについてについてについて」」」」        

                       栄村復興支援機構『結い』代表 相澤 博文 氏 

 ◇震災５日後、NPO等８団体からなる支援機構を立ち上げ 

  ・避難所の運営 ・ボランティアの受入  

  ・避難所での新聞の発行・夏休み子ども支援   

・仮設住宅引っ越しの手伝い等の活動を展開 

     →復興支援（地域課題）、地域住民の声に 

  

 ◇ボランティアの果たす役割 

   ・支援を受ける側、行う側の枠を越えた交流が大切                

（互恵(WinWin)の関係）                                     

 

  (2)(2)(2)(2)「「「「集落公民館集落公民館集落公民館集落公民館のののの震災対応震災対応震災対応震災対応・・・・復興復興復興復興についてについてについてについて」」」」        

               小滝公民館長 中沢 謙吾 氏 

◇小滝(17戸)避難生活 小滝公民館全壊 

    ・家に戻れる者、避難所生活が続く者、村外に生活の場を 

移す者とバラバラ 

    ・震災から１ヶ月余後、4/24「お茶飲み会」企画    

→集落の輪から孤立しないように、事あるごとに集まる 

場を設定した                      

 

◇地域コミュニティの拠点（公民館）の再建は、自分たちの手で 

   ・内装等できることは住民で作業   ・今の気持ちをメッセージとして壁に書き残す 

 

 (3)(3)(3)(3)「「「「小学校小学校小学校小学校のののの震災対応震災対応震災対応震災対応・・・・復興及復興及復興及復興及びびびび自然学校自然学校自然学校自然学校のののの取組等取組等取組等取組等についてについてについてについて」」」」    

              栄小学校長  渡辺 要範 氏 

  ◇栄小学校（北信小学校と東部小学校が統合）玄関・体育館等に被害 避難所の開設 

   ・卒業式・閉校式延期3/15→3/24 ・避難所3/12～3/31 （200名を越える人が避難） 

    ・花壇の整備、サッカー教室等、多くの皆さんから支援や激励を頂く 

    →「栄村は元気です ありがとう」のメッセージを発信した 

   ◇地域とともにある学校を、震災・避難所で再認識 

   ・６年生と児童会 村民の笑顔の写真1,000枚を撮りモザイクアートづくり 

・子どもたちは「災害弱者」ではなく、逆に大人を元気付けてくれる強い存在 

 

中沢館長の実践発表 小滝公民館 

相澤代表の実践発表 栄村役場 



ⅡⅡⅡⅡ    生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習のののの振興振興振興振興にににに関関関関するするするする委員委員委員委員からのからのからのからの主主主主なななな意見意見意見意見    

【若者の地域貢献による地域活性化】 

 ・商業科の高校生が地域の課題を考える「地域人教育」を展開 

  →多くの高校生は都会に目が向いているが、地域の中で大事に育てられた生徒は地元に目が向き地元が好 

きだと答える生徒が多い。 

 ・大学生が地域に飛び出し、主体的に地域貢献の活動を展開 

  →実践を重ねるたびに、他に喜んでもらう事が自分の喜びになり、地域貢献の精神という極めて高度な喜 

びに変わっていく。 

 ・若手の蕎麦屋、東北石巻の仮設住宅を訪問し蕎麦を提供 

  →自分たちの活動が前向きな活動に変わっていくことを実感 

 

【学校・家庭・地域の連携・協力】 

 ・子どもを取り巻く環境が複雑化し、学校では対応しきれない事柄が増加            

   →地域の力を借りて学校と地域が連携して対応することが大切 

・小学校児童会が中心になり縦割りグループをつくって地域清掃 

を実施 

   →地域とつながり褒めて（評価して）もらうことで、子ども達 

の存在感を地域に示すことができた。 

                                                             委員による意見交換 

【地域が支える子育て】                       委員による意見交換 

 ・子どもの夏休み、お母さんと一緒に会社に出勤、工場見学や学校の宿題ができる部屋を 

確保して子育て応援をする企業 

  →企業が、安心して働くことができるお母さんの子育てを応援 

 ・高校を中退した若者、食生活が乱れ礼儀作法もひどく欠けている。 

  →幼児の親子農業体験教室を通して、食農教育の大切さを伝えている。 

 

【既存団体の活性化】 

 ・今まで地域で大事な役割を担ってきた婦人会等の活動が、高齢化のために消えかかって 

おり心配 

  →大事な活動を継承するための協議の場・システム作りが必要 

 

  

                                   

 土井会長土井会長土井会長土井会長のまとめのまとめのまとめのまとめ    ～～～～小滝公民館小滝公民館小滝公民館小滝公民館のののの再建再建再建再建にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組をををを例例例例にしてにしてにしてにして～～～～    

    

人は寄り集まり語り合う場が必要である。 

 そのために小滝の皆さんは公民館の再建にいち早く取り組んだ。 

ここに自分たちの居場所があり、存在の証があるからである。 

小さい子どもたちにも、それを分からせようと壁にメッセージを書かせた。 

 そして、完成した公民館に集い正月の行事をみんなで楽しんだ。 

 この脈々と営まれる取組こそが、「学びの絆で地域力を高める生涯学習」の 

実践であり、地域の力が凝縮されている。 

 

 

 

 

復興した小滝公民館 





これからの生涯学習振興の基本的方向これからの生涯学習振興の基本的方向これからの生涯学習振興の基本的方向これからの生涯学習振興の基本的方向    

【基本目標】【基本目標】【基本目標】【基本目標】            学びの絆で地域力を高める生涯学習の推進学びの絆で地域力を高める生涯学習の推進学びの絆で地域力を高める生涯学習の推進学びの絆で地域力を高める生涯学習の推進    

                            ～人や地域とかかわって学び、学びの成果を人や地域に生かす生涯学習～～人や地域とかかわって学び、学びの成果を人や地域に生かす生涯学習～～人や地域とかかわって学び、学びの成果を人や地域に生かす生涯学習～～人や地域とかかわって学び、学びの成果を人や地域に生かす生涯学習～    

【基本的視点】【基本的視点】【基本的視点】【基本的視点】     

１ 社会の変化に対応した生涯学習の基盤づくりと多様な学習機会の活発化を図る。 

２ 学校・家庭・地域が連携して家庭・地域の教育力の向上に取り組む。 

３ 地域課題を学び、課題解決にむけて住民が主体となった地域活動を推進する。 

【施策の柱】【施策の柱】【施策の柱】【施策の柱】    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【めざす姿】【めざす姿】【めざす姿】【めざす姿】《《《《    学びが循環する社会の創学びが循環する社会の創学びが循環する社会の創学びが循環する社会の創造造造造    》》》》    

    

【重点項目】【重点項目】【重点項目】【重点項目】    「つ・な・が・り」で築く長野県の生涯学習「つ・な・が・り」で築く長野県の生涯学習「つ・な・が・り」で築く長野県の生涯学習「つ・な・が・り」で築く長野県の生涯学習    

「つ」：つなぎ役と推進役の人づくり      コーディネーター・指導者の養成と活用 

「な」：長野の魅力を次世代へ継承       地域の「文化力」を再発見する活動の推進 

                      豊かな自然を生かした体験活動の推進 

「が」：学習や地域活動の拠点づくり      全国最多の公民館を活用した地域活動の推進 

「り」：利便性の向上と連携・協働の推進   ＩＣＴ活用、民間・大学等との連携・協働の推進 

長 野 県 生 涯 学 習 審 議 会長 野 県 生 涯 学 習 審 議 会長 野 県 生 涯 学 習 審 議 会長 野 県 生 涯 学 習 審 議 会 答 申 の 概答 申 の 概答 申 の 概答 申 の 概 要要要要        

※「地域力」・・・住民等が自立しつつ協働して、地域課題を解決したり、地域の価値を創造したりする力 

※「文化力」・・・文化芸術のもつ「人を感動させ魅了する力」や「地域の魅力や価値を高める力」等（『長野県文化芸術振興指針』の定義） 

【背景】                                               【国・県の動向】 

○科学技術の高度化や就業構造の変化                                       ○教育基本法改正 

○急速な少子高齢社会の進行                                         ○中央教育審議会答申 

 ○「団塊の世代」の大量退職                                         ○長野県中期総合計画 

○中山間地・農村地域の過疎化                                        ・生涯を通じた学びや育ちの環境づくり 

○中心市街地商店街の衰退                                          ○長野県教育振興基本計画 

○家庭・地域の教育力の低下等                                    ・社会全体で共に育み共に学ぶ教育の推進 

 

【観点】            

○社会の変化や課題に対応した

生涯学習活動の推進 

○学んだ成果を地域に生かし、 

家庭・地域の教育力の向上に 

つながる環境づくり  

新しい時代にふさわしい長野県の生涯学習振興のあり方について 

 

生涯を通じた人や地域とかかわった学び 学びの成果を人や地域に生かす活動 

学びの成果 

新たな学び 

●子どもと大人の「共育」の推進 

 放課後事業や学校支援等の拡充 

 ＰＴＡ活動の活性化への期待 

●豊かな交流・体験活動の推進 

 伝統文化伝承、自然・農業体験活動の推進  

 キャリア教育、多様な交流活動の推進  

●地域の家庭教育支援 

 子育ての学習機会の提供 

 地域で支援する体制づくり 

●学校・家庭・地域の連携協力 

 課題や目標の共有化 

 開かれた学校、企業等へ期待 

●生涯学習の基礎づくり 

 幼年期の家庭教育の重視 

  青少年期の地域とのかかわりの重視 

●多様な学習機会の活発化 

 中・高齢者の学習機会の充実 

 働き盛り世代の学習機会の充実 

 指導者・推進役の人材養成 

●学習情報の提供体制の充実 

 情報共有化と多様な情報発信 

 生涯学習推進センターの機能強化 

●地域課題の学習や地域活動の推進 

 地域課題の学習機会の充実  

 中・高齢者や青少年を核に  

●地域活動・ボランティア活動への参加促進   

地域活動やボランティア活動への期待 

学校・企業等における活動促進 

●地域の学習や活動の拠点づくり 

 地域づくりの総合的な拠点 公民館  

 地域を支える情報拠点 図書館 

 地域の大人も学ぶ拠点 学校  

●関係機関等との連携 

 ＮＰＯ・企業・大学等との連携推進 

３ 地域コミュニティの再生２ 子どもの未来づくり 
１ 生涯学習の基盤づくり 



（五十音順、敬称略）

氏　名 役　職　等

北林　瑞穂 飯島町社会教育委員

木下　巨一 長野県公民館運営協議会副会長

小林　文子 長野市立若槻小学校長

白戸　　洋 松本大学総合経営学部教授

塚田　芳樹 (株)蔦友代表取締役社長

土井　　進 信州大学教育学部教授

東福寺　裕子 長野県ＰＴＡ連合会理事

中村　雅代 日本労働組合総連合会長野県連合会副会長

三澤　育子 企業組合Ｖif（びふ）穂高副理事長

山崎　　弘 安曇野市商工会委託観光特産飲食振興コーディネーター

山本　裕一 国立教育政策研究所　社会教育実践研究センター長

長野県生涯学習審議会委員名簿

（任期：平成24年8月30日から平成26年8月29日まで）


